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5 チヤンネ J レスピーカーシステム 

AM-10n 


この度は AM - 10丑スピーカーシステムをお買い 
上げいただき、誠にありがとうございます。本 
機を正しくお使いいただくため、ご使用になる 
煎に必ずこの取扱説明書をお読みください。ま 
た、必要なときにご覧になれるよう保管してお 
いてください。 


取扱説明書 



※説明の便宜上、イラストは原型と異なることがあります。. 



まを上の留意項 e . 2 

特 S . : .-3 

ご使用になるアンプについて • .. 3 

開栖時のごミ主意. . 3 

々付属湿を磕認してください ♦. 3 

ブラケット用アダプターの使い方 . 4 

スピーカー の防磁 について . 4 


スピーカー■のお手入れについて . 4 

システムの設置位置を選ぶ . 5 

み AM -10 田 スピーカーシステムの設置について命 . 已 

各スピーカーの設置位置について . 己 


♦スピーカーの設置例 ♦. 己 

寺フ□ント Lch (左側)とフロント Rch (ち側)のサテライトスピー み一々 • .6 

みセンター(前方中央)サテライトスピーカーみ . 6 

みサラウンドし ch (左側)とサラウンド Rch (ち側)サテライトスピー•力一み. -6 
みアクーステイマス•ベースモジュールの設置み . 7 


スピーカーケーブルについて . 7 


命サテライトスピーカーへのケーブル接続の方ま 

スピーカーの 接続に ついて 








..7 

8 


みフ□ント側 ( Lch 、 センター、 Rch ) サテライトスピーカーと 

ベースモジュールを接続します令 . 8 

みサラウンド側サテライトスピーカーとベースモジュールを接続しまず令 • -9 


►ベースモ父 L — ルと AV アンプを接続しまず ♦ 




♦接続の確認をします々…… 

AV アンプを使用ずるとをの 注意 
♦低音および高音の調節み. 

々センタースピー•力一の音質調整じついて ♦ 

み AV アンプのサラウンド諸設定をしてく ださいみ 
み AV アンプが ド ルビー.プ□□ジックの場合み一¬ 
み AV アンプが ドルピ~ •デジタル ( AC -3) 対応の場合み‘ 

故障かな？と思った S . . . 

故障の場合のお問いをわせ先 . 

仕様 . 
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絵表示じついて 

この r 安全上の留意項目」は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を 
未然に防止ずるため、いろいろな絵表示をしていまず。内容をよく理解してから本文をお読みください。 . 


A 

A ミを意 


敬ホ ’ . この奉示を無視して、:誤った取り扱いをずると、人が死亡または重傷を負う巧能 
.胃口’-.’性が想定される内容を示します。...' ' 

... この表示を無視して、誤った取り扱いをずる'と、人が損傷を負う可能性が想をさ 
. れる巧容および物的損害のみの発生が想定される内容ををします。 



記号は警告*を意を促ず内容げあることを告げるものでず。 

( S 記号は禁止の行為であることを告げるちのでず。（左図の場合は分解禁止を意巧します） 
の記号は行為を強制したり指示ずる内容を告げるちのでず。 


f 

S) 

«スピー•力ーコードの上に重いものをのせたり、コードが製品の下敷きにならないようにしてください。また、壁や棚*^ 
などの間にはさみ込んだ y しないでください。スピ~カーコードを傷つけて义災の原因となります。 


A 

® スピーカー巧部に金属片や異物などを落とさないでください。ショートや発熱などを起こし、义炎の原因となります。 


⑩ 

@スピーカーコードを熱器具のおくや直射日先のあたるところにはおづけないでください。コードの被覆が溶けて、义 
炎の原因となります。 ' 

A 

警告 

S) 

感スピーカーコードを人が通るところなど引っ掛かりやずい場所に這わせないでください。つまずいて嚴倒したり、ス 
ピーカー•が落下し、けがや事故の原因となりまず。 


のく本製品>を分解したり改造しないでください。破損や义がの原因となりまず。 

o 

•熱器具のあくや直射日光のあたるところじは設置しないでください。そのような場所で使用しまずと、义災の原因となります。 


(S 

@この製品は、一般屋内用器具でず。落下、脱落、焼損、火傷、义炎、感輩、腐食、変形などの原因となりまずので、 

下の場所ではご使用にならないで< ださい。 

-振動や衝磬の影響を受けるところ 

•腐食性ガスや可燃性ガス、粉じんの影響を受けるところ 

-サウナ風呂などの遍鹿が高くなるところ 

-湿度の高いところ 

S . _ 

o 

® シンナーやベンジンなどの揮発牲の薬品やクレンザーなどは、変をや傷をがける原因となりまずので使用しないで 

ください。 J 

___ ゾ 



(S) 

@ぐ6ついた台の上や傾いたところなど不安定な場所は避けて置いてください。また、設置場所の強度は重みに耐えら^ 
れるものにしてください。落下して、けがや事がの原因となりまず。 

A 

ま意 

〇 

® スピーカーを高いところじ設置される場合には、作業が不安定になりまずので作業時のけがや事故には十分ごを意く 
ださい。 

0 

® を格を超える入力を入れた状態や長時間音が歪んだ状態で使用しないで<ださい。スピ^カーが発熱し、义炎の原因 
となることがありまず。 


(S) 

® 富いところに設置される場合には、不意な衝撃に対して落下しないよう固定してください。固定しないまま使巧しま 
ずと、落下し、けがや事がの原因となります。 


S) 

か 取が金具をご使馬になる場合は、ご使用になるスピーカーに対応しているボーズ社製の金具をご使用ください。 

他メーカーの金具や、対応タトの金具を使用ずるとスピーカーの破損や落下のおそれがあ y まず。 J 


あなたが放送や CD 、 テープ、又はビデオディスクやホ販のソフトテープから録音や録画したものは、個人として楽しむほかは、 
著作権法上、権利者に無断で使用することはできません。 
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® あ 5 ゆる AV アンプと組みをわせできる 
曰チャンネルスピーカーシステム 

このスピーカーシステムはド ルビー •プ曰□ジック、ドル 
ビー•デジタル•サラウンド A 03 方式、 dts 方式を含むあ 
らゆるサラウンド方式に対応するスピーカーシステムと 
して開発されました。> 

《 Dobly やドルビー、 DO の記号はドルビー•ラボラトリーズ•ライセ 
ンシング•コーポ レーシヨ ンの登録商標です。 

※ホミはデジタルシアターシステムズ社の蒼録商標です。 

の新開発3ユニット4チャンパーのアクース 
テイマス•ベースモジュールとベースパワ 
ーサミング技術 


音楽再生性能を擾なうことなくあらゆる音源の再生を巧 
うために、電気的な低域の合成を極力排除し、また、多 
数のウーファーを使用ずる低音の干渉の悪曼ミ響を無くす 
るために、フ□ント用低域再生用ウーファーとサラウン 
ド用低域再生用ウーファ~を1本のアクースティマス- 
べースモジュールに受け持たせることに成功しました。. 
その結果スピ-■カー間の相互の位相干渉を解消するとと 
もに、ウーファーとしては非常にルさいサイズでありな 
がら、峡画などのソフト特有の豊かで迫力ある低音を再 
生します。この新しいアクースティマス•ベースモジュ 
—ルは、3本のウーファーユニットと4つの部屋をもち、 
電気的な手法は使わず音響的に低音を合成していまず。 



このスピーカーシステムには、己チヤンネル分の入力がありまず。通常のステレオアンプでは、このシステムの本来の 
性能が発揮されませんので、5チヤンネルの化力端子を装備している AV アンプなどと組み合わせてご使用ください。 



令付属品を確認してください夺 

もし、開捆時に損傷などが発見された場合や内容物が不 
足しているときは、そのままの状態を保ち、ただちにお 
貢上になった販売店までご連絡ください。そのままでの 
ご使用はお作めください。 


/ j \ 警告 

• AM -10 なのべースモジユール部は、.約 11 kg ありま 
す。移動する際に、腰を痛めたりじないように十分 
を意して持ち上げてください。 

® 窒息する危険がないように、スピーカーを包んで 
いたビニール袋は子供の手の届かない場所に保管 
してください。 


-アクーステイマス•ベースモジュール 



6 m 

6 m 

15 m 


5 個 


•ベースモジュール用ゴム足け）4個 
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付属のアダプターを使用ずることで、101シリーズ、 
100シリーズ用のスピーカー取が金具（ただし一部の金 


，國のようにサテライトス ピーカーに アダプターを取りが 
けてください。 










ち靖粗を 

:い:.::ム:ぷ:; w 乂ム山 


※サテライトスピーカーの防磁について 
サテライトスピーカーは、キャンセリング•マグネット方 
式とシールドカンを併用した低磁束漏旗型になっていま 
すのでテレビやモニターなどに近づけても、画面にをム 
ラなど影響が生じにくくなっていますが、まれに画面に 
をムラなど影響が生じる場合があります。その場合はテ 
レビやモニターから本機を十分離し、テレビの電源を切 
り、15みから30かの間隔をあけてから再度テレビの電源 
を入れてください。テレビの宜己消磁機能によって、正 
常な画面に戻ります。その後も、画面に影響が生じる場 
合には、本機をさらにテレビから離してご使用ください。 


《ベースモジ ユー ルの防磁について 
ベースモジユール内部のスピーカーは、防磁処理が施さ 
れていませんので、テレビやモニターなどに近づけない 
でくださし、。近づけると、画面にをムラなど影響が生じ 
る場合があります。その場合はテレビやモニターから本 
機を十み（約 60 cm が上）離し、テレビの電源を切り、15 
分から30分の間隔をあけてから再度テレビの電源を入れ 
てくださし、。テレビの自己消磁機能によって、正常な画 
面に戻ります。その後も、画面に影響が生じる場合には、 
本機をさらにテレビから離してご使用ください。 



キャビネットの巧れを落とす場合 

•汚れやホコリは、柔6かい布でか6拭きしてください。 
から拭きをずる場合は、'傷をがけないようにごを意く 
ださい。 

の 汚れがひどいときには、中性洗剤を薄めた水に^わら 
かい布を浸し、堅く絞って拭きとってから、やわらか 
い布でからがきしてください。 


愈 アルコール、シンナ ー 、ベンジンなどの薬蟲はキヤビ 
ネットの表面をいためまずので、ご使用にならないで 
ください。 

また、スプレーまの殺虫剤作消臭剤、芳香剤などちか 
からないようにごを意ください。 
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AM -10 互スピーカーシステムの設置についてみ 


参画面の動作や会話はセンタースピーカーが中ムとなっ 
て処理しまず。センタースピーカーからおるサウンド 
は画面の中から化てくるようなるべく画面じあい中ム 
線上に設置ずることをおずすめしまず。 

@フ□ントの左側と右側のスピーカーで演化されるサラ 
ウンドイメージには広がり感があり部屋のどこにいて 
も自然に闇こえるように設置しまず。 

の サラウンド•スピーカーは、見ている人の映像イメー 
ジをにげる細かなサウンドや効果音を再生し、見てい 
る人に驗場感を与えます。直接後ろか6ではなく両側 
からサウンドがちに届くような位置にサラウンド•ス 


ピ—力—を置くといいでしょう。 

©フロントスピーカー、サラウンド•スピー カ :—とも左右 
は、ずべてリスナーが画面に向いた状態が基準になり 
まず。 

感サテライトスピーカーはずベて低磁束漏级タイプです。 
テレビやモニターなどの画面のをくに置いても、画面 
への影響は非常に起きじくくなっていまず。 

@べースモジュ^ルは防磁の処理はしていませんので、 
画面から約 60cmJ：i 上離して設置ずることをおずす 
めします。また、音響的には、部屋の前方(画面側）に 
設置したほうが良い結果が得6れまず。 



これらの設置例は、あ<までも推奨設置例ですので、必ずた J 下のように設置しなければならないというものではあり 
ません。 

部屋の状況や、お客さまの好みに合わせていろいろなセッティングをお試しください。 .. 



♦スピーカーの設置例令 
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♦フロント Lch (左側）とフロント Rch (ち側）サテライトスピーカー令 


* 画面の両脇【こスピーカーどうしを約 2 m 〜 5 m 離 
ずか、テレビの端から10〜 20 cm 離れるように 
設置しまず。 

•音像と映像のパランスを取るためじ、画面中央 
と一直線上にフ□ントスピーカーを置くことを 
おずずめします。 

画面の上端の高さに置くこともできまず。 



-サテライト スピー カー 1台を センタースピーカ 
一としてテレビの上または下に置きます。下に 
置く場合はサテライトスピーカー(こ直接テレビ 
の重量ががからないようじしてください。 

-センタースピーカーを画面の上下にできるだけ 
画面におい位置に置くと、会話が画面上から聞 
こえやす<なります。 




令サラウンド Lch (左側）とサラウンド Rch (ち側）サテライトスピーカー令 

サラウンドの音声は、リスナーの直接後ろ側からでなく、壁の反射などを使って両側か6届くよう設置ずることをお 
ずずめします。 


•座席の横か後ろに、スピーカーどうしをできる 
だけ離して置きます。 

-これらのスピーカーをリスナーの真後ろに置き 
たい場合は、ちに直接音声が届かないように、 
高い位置に置くか、リスナーに向けないように 
しまず 0 

ただし、大きな音を化せないようなところでは 
直接向けた方がよい場合がありまず。 









♦アクー•ステイマス•ベースモジユールの設置夺 

部屋の中ではベースモジュールをテレビと同じ側に置くようおずすめしまず。その際、テレビ画面に磁気の影響 
が化なくなるまで離しまず（ベースモジュールをテレビから 60 cmiU 上離ずことをおすすめしまず)。 


•ベースちジュ■"ルを家具の後ろや下に隠 
すことはでぎます力\開□部を塞巧ない 
よラじして<ださい。開□部と他の面と 
の間巧最低 5 cm じ比 H れるようじしてく 
ださい。 . 

•開□部を壁の方へ向けると\低音①量ガ 
増します。また、壁と反巧 I こ向ける場合 
は\低音の量巧減少します。 

• ベースちジュー;しはなてたり横じするこ 
とガでぎます。 

•ペースちジュールの置き場所を決めたら\ 
げ属のべース亡ジュール用コム足（大） 
を底面に取り1すけ\安定させます。 

•特にケーフル接続部分を下にしてなてる 
場合は\カノ \~を外します。ぺースモジ 
ュール用コム足(大）を底面に取り巧け、 
安をさせます。特にべースちジュールの 
接続側を下にしてなてるとき口んこの 
3ムの足巧ケーブ j レ接続部分を保震しま 
すので、齡す取り i すけて<ださい。 








接締が簡単に巧えるように専用のコネクターがついたスピーカーケーブルがイ寸属されていまず。フ□ントスピーカー 
用のケーブル、サラウンドスピーカ^用のケープル、 AV アンプとの接締のためのケーブルをそれぞれまとめてリボン 
がにしてあります。このリボン状のケーブルは、必要に応じて裂くことができます。 

ケーブルのか離のしかた 


それぞれのスピーカーケーブルには、専用 RCA コネクターががいていまず。 
さらにケーブルのベースモジユール側の専用コネクター部分には、し R 、 
C 、 LS 、 RS と表記されていまず。 



令ヴテライトスピーカーへのケースレ接続の方法令 



國のように入力端子の上の部分を指で押ずとケーブルを差し込 
めるようになりまず。指をはずずとケーブルが固定されまず。 


乂力端子 
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@ ミ主意 
A を意 


せ属のケーブルを延長するのにオーディオ用 RCA ピンケーブルを使用しないでください。 

音質的におすすめできません。 

AV アンプの出力端子と、サテライトスピーカーを接続しないでください。サテライトスピーカーは必ず 
ベースモジュ■-ルへ接続し、ベースモジュールから AV アンプに接続してください。 



命フロント側 （ Lch 、 センター、 Rch ) ヴテライトスピーカーとべースモジュールを接続します。參 

長さ 6 m の3対のスピーカー出カケープルを使用して、ベースモジュールとフロント側サテライトスピ~カーを接締しまず。 


1. ベースモジュール側(こ専用コネクターが間違いな< 
輿まで差し么まれていることを確認しまず。間違い 
があったり、外れかかっていたり、抜けていたりし 
た場合は、コネクターに刻印されている文字（し C 、 
R ) をべースモジュールの OUT PUT 側の端ぞの文 
字に合わせて、しっかり差し込んでください。 

2-ケーブルにがいているタグまたは赤いスリーブの文 
字をよく見て、サテライトスピーカーの入力端子に 
接締しまず。 

a . タグの L マーク、または赤いスリーブに LEFT と書 
かれているケーブルを、サテライトスピーカーの入 
力端子に接続します。このケーブルを接続したサ 
テライトスピーカーがフロント Lch 用になります。 

b . タグの C マーク、または赤いスリーブに CENTERS 
書かれているケーブルを、サテライトスピーカーの 


入力端子に接続します。 • このケ^ブルを接続した 
サテライトスピーカーがセンター用になります。 

C. タグの R マーク、または赤いスリーブに FHGHT と書 
かれているケーブルを、サテライトスピーカーの入 
力端子に接続します。このケーブルを接続したサ 
テライトスピーカーがフロント Rch 用になります。 








♦サラウンド側サテライトスピーカ~とべ^—スモジュールを接続します。參 

長さ1日 m の2対のスピーカー化カケーブルを使用して、ベースモジュールとサラウンド側サテライトスピ ー カーを接 


続しまず。 


1. べースモジュ^ル側に専巧コネクターが、闇違いな 
く奥まで差し込まれていることを確認します。闇違 
いがあったり、外れかかっていたり、抜けていたり 
した場合は、コネクターに亥り印されている文字 （ LS 、 
RS ) をベースモジ i — ルの OUT PUT 側の端子の文 
字に合わせて、しっかり差し込んで<ださい。 

2. ケーブルにがいているタグまたは赤いスリーブの文 
字をよく見て、サテライトスピーカーの入力端子に 
接続します。 

a . タグの LS マーク、または赤いスリ■-ブに LEFT 
SURROUND と書かれているケーブルを、サテライ 
トスピ_力一の入力端子に接続します。このケ 
ブルを接続したサテライトスピーカーがサラウン 
ド Lch 用になります。 


b . タグの RS マーク、または赤いスリーブに FUGHT 
SURROUND と書かれているケーブルを、サテライ 
トスピーカー•の入力端子に接続します。このケー 
ブルを接続したサテライトスピーカーがサラウン 
ド Rch 用になります。 



♦ベー■スモジュールと AV アンプを接続します々 

長さ 6 m の5対の入カスピーカーケーブルを使用して、ベースモジュールをご使用の AV アンプへ接続します。 


1. スピーカーケーブルのラベルと AV アンプのスピー 
カー出力端子とを合わせて接続します。そのとき、ス 
ピーカーケーブルの極性（プラス、マイナス）とア 
ンプのお力端子の極性を間違えないようじ十分気を 
つけてください。極性を闇違えると、低音がほとん 
どでなぐなる場合がありまず。スピーカーケーブル 
の極性は、ケーブル(こ書かれている文字を見るか、赤 
いスリーブががいているほうかな)になりまず。 

a . L のスピー•力ーケーブルを AV アンプのフロント 
(メイン） L チヤンネルスピーカー出力端子へ接続 
します C 

b . C のスピー•カーケーブルを AV アンプの中央（セン 
夕一) スピーカーの出力端子へ接続します。 

C - R のスピーカーケーブルを AV アンプのフロント 
(メイン） R チヤンネルスピーカー出力端子へ接続 
します。 

d . LS のスピーカーケーブルを AV アンプのサラウン 
ド(後側） L チヤンネルスピーカー出力端子へ J 妾続 
します。 

e . RS のスピーカーケーブルを AV アンプのサラウン 
ド（後側） R チヤンネルスピーカー出力端子へ接 

続します0 


2. ベースモジュールの入カジャツクに、専用の RCA コ 
ネクター全部がしっかりと挿入されていることを確 
認、しまず。 
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♦接続の確認をしまずみ 

• AV アンプ、アクースティマス-べースモジュ^ル、サテライトスピーカーの接続全部をもう一度確認してください。 
部屋のスピーカーの配置に従い、スピーカーケーブルのコネクターがすべて適切な端子(こ接続されていることを確 
含忍します。 

® AV アンプと接統しているケーブルの極性(©、©)【こ間違いがないかを確認してください。 

^を意 AV アンプが破損する可能性がありますから、ケーブルのシヨートには、十みごを意ください。 


•接締が完了したらベースモジュール端子カバーを取りがけてください。 



♦低音および高音の調節令 

ご使用じなる部屋の特性によって高音と低音の調節をずる必要があります。たとえば、布製の家具や床全体【こ敷き詰 
めた力ーペットあるいは厚いドレープ • カーテンなどがある場合、高音が吸収される可能性があり、スピーカー • シス 
テムの低音が強調されて闇こえる可能性がありまず。また、フローリングや大理石などを使用した床や壁、堅い表面 
の家臭の場合は、高域成分が多<なり過ぎる巧能性がありまず。高音と低音の調節が必要な場合は、 スピーカ-■から 
再生される音を聞きなが6、 AV アンプの音質調整機能を使用して調節してください。 


夺センタースピーカーの音質調整について々 

5本ずベてのサテライトスピーカーは全く同じものなのでセンタースピーカーの音質調整は必要ありません。 


夺 AV アンプのサラウンド諸設定をしてくださいみ 

サラウンド再生を行う場合必ず AV アンプの設定を行う必要があります。サラウンド•モードにした後、設定を巧います。 


令 AV アンプがドルビー•プロ ロジックの場合み 

-サラウンド スピーカー とフ□ン h スピーカーの 音量バランスをとります。 

-サラウンドスピーカ…の遅延時閨（ブィレータイム）を調整します。 

-センタースビーカーの 設定は センタースピーカーを 使用する モードに 設定します。 

♦ AV アンプびドルビー•デジタル ( AC -3)、 dts 対応の場合令 

• サラウンドスピーカーとフ□ントスピーカーの音量バランスをとりまず。 

-サラウンドスピーカーの遅延時間を調藝しまず。 

-フ□ントスピーカーとセンタースピーカーの音質調節を巧ないます。 

•をチャンネルのスピーカーサイブの設定をおこないまず。チャンネルごとのスピーカーの設定は、次ページの表 
を参考にしてください。 

■サテライトスピ-~力一はフルレンジのスピーカーとして働きまずので 、 「Large C ^)」 にセットしまず。 

-センターのスピーカーだけは 、 「Small (ル)」あるいは 、 rNornal (ル)」に設定しまず。 

•サブウーファーはオフ（未使用）にしまず。 

• LF 巳（低域効果音）をオンにし、ク□スオーパー周波数が設定できるものは、 200 Hz に設定しまず。 

ただし、ご使巧の AV アンプのメーカーやモデルによって、調整方まや、調整內容が違いまずので、くわしくは、お手 
持ちの AV アンプの取扱説明書をご参照ください。 
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スピーカー • 

AV アンプの 設定 

フ□ント Lch (左側）および Rch (ち側）（メイン） 

Large (の 

中央(センター） 

Small (ル ） /Nomal (ル） 

サラウンド Lch (左側）および Rch (ち側） 

Large 妨 

サブウ— ファー 

OFF (オフ）（未使用） 

LFE (低域効果音） 

ON (ホン） 

ク□スオーバー•周液数（設定できる电のは）1 

200 Hz 


《 Dobly や•ドルビー、 G □の記号はドルビー•ラボラトリーズ•ライセンシング•コーポレーシヨンの登録商標です。 
※か S はデジタルシアターシステムズ社の登録商標です。 



AM -1 0 且スピーカーシステムに問題がある場合は、一度 AV アンプの電源を切り、 iU 下の解ミ夫方法を試してみてください。 


間 題 

解決方法 

システムがまったく働かない 

• AV アンプを含め、 AV アンプに接続されている音源（ビデホ、 

CD 、 チューナー）の機器の電源が入っているかを確認する。 

- AV アンプで適切な音源を選択しているか確認する。 

音が化ない - 

* スピカーの接締を点梭ずる。 

-を機器の電源が入っているか確認ずる。 

-アンプの音量を上げる。 ‘ 

-へ、ソドホン/イ七ホンが差し込まれていないか確認する。' 

音が歪む 

. スピーカーのケーブルが破損していないか磕認する。 

- AV アンプに入力信号のレベル調整機能がある場合は、入カレ. 
ベルの調整をする。 

低音が化ない 

- AV アンプのスピーカー出力端ぞの極性とスピーカーケーブル 
の極性が闇違いないことを磕認ずる。 

* AV アンプの各•種設定が適切であるか磕認ずる。 

低音が少なかった y 、大きずぎる 

-ベースモジュールを壁またはコーナーにをづけると低音が大 
き<なり、壁またはコーナーから離すと低音がルさ<なる 
というパウンダリー効果（境界面効果）を使って調整する。 

• AV アンプの音質調整機能を使って調節ずる。 

サラウンド効果が余りない 

- AV アンプをドルビー•プ□□ジックモードで使用している場合、 
サラウンド•モードになっているかどうか点、横ずる。 

• ドルビー•デジタル AC - 3または dts サラウンドの場合は、 AV アンプ設定 
(各種設定および、サラウンド側の音量)が適切であるかどうか、ドルビ 
一 • デジタル AC -3 または dts がオンになっているかどうか確認ずる。ま 
た、音源(レーザー•ディスク、 DVD ) や再生しているソフトがドルビー* 
デジタル AC -3 または dts 用に対応していることを確認ずる。 


故障の場合のお問い合わせ先 

故障および修理のお間い合わせは、ポーズ株式会み、修理担当部門巧03 -5489- 10曰6、 
製品等のお間い合わせは、ボーズ株式会社、インフォメ^ションセンター巧03-日 489-095 己 
までご連絡ください。 ‘ 
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AM -10 且スピーカーシステム 


13 cm ドライバー X 2、13 cm デュアルボイスコイルドライパー X 1 
584 ( W ) X 3己8 ( H ) X 192 ( D ) mm 
11 .0 kg 


アクーステイマス 
6Q 

フ□ントし R / センター:100 W ( rms 連綱 EC -268-5) 
サラウンドし R : 50 W ( rms 連編 EC -268-5) 

ゴム足：大、ル各4個 

接続ケーブル：入カスピーカーケーブル 6 m 

フロントスピーカー江!カケーブル 目 m 

サラウンドスピーカー出カケーブル 15 m 
ベースモジュール端子カバー：1個 
ブラケツト用アダプター：日個 
アダプター用ネジ： 5個 


6.0 cm ドライバー X 2(1 本） 

キヤンセリング•マグネ、ソトおよびシールドカン併用方ま 
78( W ) X 157 ( H ) X 104 ( D)mm 
1.1 l < g (1 本） 


I 

のアク—ステ イマ ス•ベ__スモジュ ー ル 


かサテライトスピーカー 


か総合 


が属のスピ-~力ーケーブルが使用できない場合や長さが合わない場合は、-ケーブルアダプクー 「 AC - 1」1セ 
、ソト5個乂りで1000円（税込み）を用意しておりまず (2 mm 2 までのケーブルが使えまず）。 AC - 1は販売店では 
扱っておりません。ご希望の場合は下記要領にしたがつて直接ボーブ株式会なまでお申し込みください。 


お申し込みは封書でおねがいしまず。 

その際/必ず、お客様の郵便番号、住所、巧を、電話番号、セット’ 
数を明記の上、欲しいセツト数に1000円を掛けた金額分の郵便 
切手を同封してお申し込みください。 


申し込み送リ先 

干 206-0 麻5 

東京都多摩市唐木田 1-53-9 
唐木旧センタービル 
-ボーズ•サービスセンター株式会お: 
I 『 AC -1』 申しをみ係 
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保証の巧容および案件は付属の保証書をご覧ください。 


—I "1111 B 四 Sit ： @ 

Bettersound through research^ 

ホ' ~： X ' 飾す含社： 

〒巧 0-0044 柬を都渋を区円山町 28-3 浩を YT ビル TEL 03-5489-0955 


•仕様巧び夕 f 観は改をのため予告なく変更することがあります。 

•弊社取扱が外の製品については、保証の賣巧を負いかねますのでご了承願います。 
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